
                                                         

  

 

 

 

げいじゅつ、スポーツ、どくしょの秋がやってきました。この秋は、はいく･たんか･せん

りゅうをつくって、おうぼしてみよう！きもちがつたわるすてきな作品(さくひん)には、し

ょうじょうやステキなプレゼントがおくられます。いっぱいおうぼしてゲットしよう      

✿「俳句
は い く

・短歌
た ん か

・川柳
せんりゅう

チャレンジPOST
ぽ す と

」 
を、学校におきました。 

 作品ができたらポストに入れてください。 

 〆切（しめきり）は、１０月２８日(月)です。 

 応募用紙(おうぼようし)は、ポストと同じところにおい

てあります。 

 １枚につき１句をかいてください。５枚まで出せます。 

「俳句・短歌・川柳のつどい」 コンテスト 

で、大賞
たいしょう

・佳作
か さ く

・入選
にゅうせん

作品
さくひん

を決定します！入賞者
にゅうしょうしゃ

にはすてきなプレゼントがあります！ 

日時：11月 9日(土)  

☆ 「はいく・せんりゅうのつどい」10:00～ 

先生：下條俳句会（しもじょう はいくかい）の皆さん 

☆ 「たんかのつどい」14:30～ 

先生：米山恵美子(よねやま えみこ)さん（松川町） 

場所：あしたむらんど下條 かいぎ室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象：こども～おとな（なんさいでも OK） 

お問い合わせ：しもじょうそんりつとしょかん  

℡：0260-27-3585 

✉：sjbook@vill-shimojo.com 

  

【ポストはこちらにあります】 

小学校・中学校・ひさわゆうび

ん局・グループホーム北又の

杜・ファミリーマート２店・いき

いきらんど・あしたむらんど（村

図書館）の８か所です。どのポ

ストに入れてもOKです❢ 

１１月９日のつどいでは、ポストに入れ

られた作品を、みんなでよんで鑑賞（か

んしょう）しあったり、先生からアドバイス

をもらいながら、入賞者を決定します。

作品をポストに入れた人は、ぜひきて

ね！作品は、１１月２４日（日）村の文化

祭（ぶんかさい）に、展示(てんじ)します! 
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日本
に ほ ん

には四つの季節
きせつ

（春
はる

・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

）があります。日本人
にほんじん

はこの季節
き せ つ

を、目
め

で、耳
みみ

で、

口
くち

で楽しむのが昔
むかし

から大好
だ い す

きでした。そんなたのしさを「五・七・五」の十七
じゅうなな

文字
も じ

にギュ

ッとつめこむのが俳句
は い く

です。こんなふうに季節
き せ つ

の風景
ふうけい

や音
おと

やあじを感
かん

じて、みじかい言葉
こ と ば

で

つたえられるのは心
こころ

がきれいだからです✨季節
き せ つ

のことば（季語
き ご

）をひとつ入れて作
つく

ります。 
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道のとちゅうでたちどまったら赤トン

ボがとんできたので、じっとしている

と、どんどんふえてきました。赤トン

ボのむれの中に立っているようで、な

んだかうれしいな。 

季語
き ご

➩「とんぼ」＝秋
あき

 

五   七   五 文字の数 

ふわふわしてかるそうなススキをおり

取ってみたら、思ったよりずっとおも

くて、しずかに物がおちてくるように、

そのおもみが手につたわってきたよ。 

季語
き ご

➩「すすき」＝秋 

こ
ん
な
ふ
う
に
、
応
募
用
紙
（お
う
ぼ
よ
う
し
）に 

か
い
て
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
ね
。 

この歌はとぼけているように見え

て、月の明るさをとてもよく表して

います。「あかあか」というのは赤い

色ではなく、明るいの「明か」です。

月の明るさをずっとならべることに

よって他に言い表しようがないくら

いうつくしいとたたえました。 

季語
き ご

➩「月
つき

」＝秋 

川柳（せんりゅう）は、季語がない俳句（五・七・五）

です。きがるに、話しことばでつくってみよう。 

七    七    五   七     五 

短
歌
（
た
ん
か
）
は
、
「
五
・
七
・
五
・
七
・

七
」の
三
十
一
文
字
で
つ
く
り
ま
す
。 

文字の数は、多かったり少なかったりしてもOK      


